
地域の目 
「アジアの架け橋を目指して」 長嶺　栄子  

C O N T E N T S

総務部 
　　平成20年度内閣府沖縄担当部局予算概算要求 
 
 
開発建設部 
　　那覇空港の総合的な調査・PIステップ3 
 
 

仕事の窓②　農林水産部 
平成19年度「食育月間」における食育推進の取組について 

仕事の窓①　財　務　部 
金融商品取引法の施行について 

仕事の窓③　経済産業部 
 中小企業地域資源活用プログラム 

仕事の窓④　経済産業部 
通商白書2007　生産性向上と成長に向けた通商戦略 

仕事の窓⑤　運　輸　部 
「フェリーたらまゆう」就航について 

仕事の窓⑥　運　輸　部 
FRP船リサイクルシステムがスタートします！ 

お知らせ 

琉球びんがたの起源は、１４～１５世紀頃の海外貿易により中国、インド、

ジャワの更紗（さらさ）等から染色技術が伝えられたと言われています。沖縄の自然

豊かな色彩を表現する鮮やかな美しい染物で、王朝時代は、王家や士族の礼服で

した。王家の衣装は黄色、貴族は水色と、色や模様の大きさで身分に応じて区別さ

れ、一般庶民には、長寿の祝い着としてのみ着用が許されていました。王府の手厚

い保護の下で生産され、１９世紀初めの歴史書には琉球の紅型（びんがた）が東洋

花布と称され、福建市場において名高い貿易品であったことが記されています。 

　技法は、型染と筒引きがあります。型染は、型紙を用いて糊防染し、その上から顔

料 （鉱物）と植物染料で色差しをするものです。筒引きは、糊袋で糊防染し、その上

から色差しをするものです。 

　最近は、首里織と連携して新商品の開発に取り組んでおり、伝統的工芸品の新

たな可能性に挑戦しています。 

琉球びんがた 

経済産業部　 
　第３回沖縄地域エネルギー・温暖化対策推進会議を開催 

開発建設部　 
　優良業者等表彰式を開催 

運　輸　部　 
　平成１９年『海の月間』について 
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

株式会社かりゆしエンターテイメント 
代表取締役社長 
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なかゆくい　＊シリーズ③　普通財産のはなし 

20 内閣府だより　 
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「アジア青年の家」構想について 


